
５ 女性の社会への参画について 

 

５－１ 指導的地位に占める女性の割合 

 

問 13．あなたは、今後、もっとさまざまな職業分野で指導的地位に占める女性の割合が

増えるほうがよいと思いますか。（○は１つ） 
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全体（344）

男（144）

女（186）

２０歳代（41）

３０歳代（42）

４０歳代（41）

５０歳代（71）

６０歳代（66）

７０歳以上（70）

１．よいと思う ２．どちらかといえばよいと思う ３．どちらかといえばよいとは思わない

４．よいとは思わない ５．どちらともいえない ６．わからない

無回答

年
齢
別

　
性
別

n

 

 

【全体】 

「よいと思う」（38.7％）、「どちらかといえばよいと思う」（24.4％）を合わせると

63.1％と６割以上の方がさまざまな職業分野で指導的地位に占める女性の割合が増える

ほうがよいと回答しています。 

一方、「よいとは思わない」（5.5％）、「どちらかといえばよいとは思わない」（4.4％）

を合わせると 9.9％と１割の方がよいとは思わないと回答しています。 

なお、「どちらともいえない」は 16.9％となっています。 

 

【性別】 

男女とも、「よいと思う」（男性 38.9％、女性 39.8％）が最も多く、次いで「どちらか

といえばよいと思う」（男性 18.8％、女性 29.6％）、「どちらともいえない」（男性 17.4％、

女性 17.2％）の順に多くなっています。 

なお、「よいと思う」「どちらかといえばよいと思う」と回答した方は、男性（38.9％、

18.8％）より女性（39.8％、29.6％）のほうが多くなっているのに対し、「よいとは思わ

 - 71 -



ない」「どちらかといえばよいとは思わない」と回答した方は、女性（2.2％、2.2％）よ

り男性（9.7％、7.6％）のほうが多くなっています。 

 

【年齢別】 

「よいとは思わない」「どちらかといえばよいとは思わない」を合わせると、50 歳代

が 15.5％と最も多く、次いで 60 歳代が 15.2％となっています。一方、30 歳代が 2.4％

と最も少なく、次いで 20 歳代が 4.9％となっています。 

したがって、年齢層が高い世代のほうが、さまざまな職業分野で指導的地位に占める

女性の割合が増えるほうがよいと思わない方が多くなっている傾向にあります。 
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５－２ 女性の割合が増えるほうがよいと思う職業 

 

問 13-１．問 13 で「１」または「２」に○をご記入した方のみお答えください。次の職

業や役職において、今後、女性の割合がもっと増えるほうがよいと思うのはどれです

か。（○はいくつでも） 

 

【全体】 

「医師」が 60.8％と６割を占め最も多く、次いで「国会議員」（41.0％）、「企業の管

理職」（同）、「国家公務員・地方公務員の管理職」（39.2％）、「県議会議委員、市町村議

会議員」（38.7％）の順で多くなっています。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．国会議員

２．県議会議員、市町村議会議員

３．県知事、市町村長

４．国家公務員・地方公務員の管理職

５．裁判官、検察官、弁護士

６．医師

７．大学・研究機関などの研究者

８． 学校の校長・教頭

９． 企業の管理職

10．起業家・経営者

11．農協の役員

12．自治会長

13．その他

14．わからない

無回答

全体（217）

男（83）

女（129）

 

 

【性別】 

男女とも「医師」と回答した方（男性 60.2％、女性 62.8％）が最も多くなっています。 

なお、「農協の役員」（男性 15.7％、女性 4.7％）、「国家公務員・地方公務員の管理職」

（男性 45.8％、女性 35.7％）、「学校の校長・教頭」（男性 39.8％、女性 30.2％）は男性

と女性のポイント差が大きくなっています。 
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１．国会議員

２．県議会議員、市町村議会議員

３．県知事、市町村長

４．国家公務員・地方公務員の管理職

５．裁判官、検察官、弁護士

６．医師

７．大学・研究機関などの研究者

８． 学校の校長・教頭

９． 企業の管理職

10．起業家・経営者

11．農協の役員

12．自治会長

13．その他

14．わからない

無回答

全体（217）

２０歳代（30）

３０歳代（31）

４０歳代（29）

５０歳代（47）

６０歳代（35）

７０歳以上（40）

 

 

【年齢別】 

すべての年齢層において「医師」が最も多くなっています。「医師」と回答した方は

20 歳代が 80.0％と８割を占め最も多く、次いで 70 歳以上が 65.0％、30 歳代が 64.5％

と多くなっています。一方、50 歳代が 51.1％と最も少なく、次いで 60 歳代が 54.3％と

少なくなっていることから、若い世代と 70 歳以上の年齢層において、医師における女性

の割合が増えることを望む方が多くなっている傾向にあります。 
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５－３ 指導的地位に占める女性の割合が増えるほうがよいと思わない理由 

 

問 13-２．問 13 で「３」または「４」に○をご記入した方のみお答えください。指導的

地位に占める女性の割合が増えるほうがよいと思わない理由は何ですか。（○は２つま

で） 

 

【全体】 

「女性の割合を増やすということより、性別にかかわらず指導者に向いている人が登

用されればよいと思うから」（38.2％）という理由が最も多く、次いで「女性が社会進出

することで、出産・育児に影響し少子化が進行するから」（32.4％）という理由が多くな

っています。 
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１．「男は仕事、女は家庭」という考え方が望ましいから

２．男性に比べて女性には指導力がないと思うから

３．女性が社会進出すると家庭に潤いがなくなると思うから

４．女性が社会進出することで、出産・育児に
影響し少子化が進行するから

５．女性の割合を増やすということより、性別にかかわらず
指導者に向いている人が登用されればよいと思うから

６．女性枠を設けることで、優秀な男性が指導的立場に
なるのを阻害してしまうおそれがあるから

７．わからない

８．その他

無回答

全体（34）

男（25）

女（8）

 

 

【性別】 

男性は「女性が社会進出することで、出産・育児に影響し少子化が進行するから」

（40.0％）という理由が最も多くなっていますが、女性は「女性の割合を増やすという

ことより、性別にかかわらず指導者に向いている人が登用されればよいと思うから」

（75.0％）という理由が最も多くなっています。なお、男性の回答で最も多かった「女

性が社会進出することで、出産・育児に影響し少子化が進行するから」という理由につ

いて、女性は 12.5％と少数となっています。 

 

 - 75 -



20.6

14.7

14.7

32.4

38.2

0.0

0.0

8.8

8.8

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

33.3

0.0

27.3

18.2

27.3

18.2

27.3

0.0

0.0

9.1

9.1

20.0

0.0

0.0

60.0

30.0

0.0

0.0

0.0

10.0

16.7

16.7

33.3

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．「男は仕事、女は家庭」という考え方が望ましいから

２．男性に比べて女性には指導力がないと思うから

３．女性が社会進出すると家庭に潤いがなくなると思うから

４．女性が社会進出することで、出産・育児に
影響し少子化が進行するから

５．女性の割合を増やすということより、性別にかかわらず
指導者に向いている人が登用されればよいと思うから

６．女性枠を設けることで、優秀な男性が指導的立場に
なるのを阻害してしまうおそれがあるから

７．わからない

８．その他

無回答

全体（34）

２０歳代（2）

３０歳代（1）

４０歳代（3）

５０歳代（11）

６０歳代（10）

７０歳以上（6）

 

 

【年齢別】 

「女性が社会進出することで、出産・育児に影響し少子化が進行するから」という回

答理由を見ると、60 歳代が 60.0％と６割を占め最も多く、70 歳代が 50.0％、50 歳代が

27.3％となっていますが、20 歳代～40 歳代はいずれも 0.0％となっています。したがっ

て、年齢層が高い世代においては、女性が社会進出することで出産・育児に影響し少子

化が進行することを憂えていることがうかがわれます。 
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